
五
　
盧
江
太
守
萢
式
碑

露
里

石
高

隷
書

笈
額

原
石

三
國
魏
青
龍
三
年
（
二
三
五
）
頃

九
六
糎
。
寛
六
七
・
二
糎

碑
陽
　
二
〇
行
。
行
三
三
字

碑
陰
　
四
列
。
各
三
字

「
故
駆
引
太
守
／
苑
府
君
之
碑
」

山
東
省
濟
寧
造
塔
寺
院
に
現
存
（
？
）

1
4

　
君
誹
式
字
□
□
□
□
□
□
□
□
功
存
有
夏
官
疋
日
御
龍
□
昨
商
周
世
昭
其
隆
三
主
夏
盟
有

　
士
會
者
光
演
弘
誤
翼
崇
覇
業
錫
邑
命
族
實
爲
萢
氏
則
其
後
也
君
稟
塞
醇
之
茂
度
艦
玄
亮

　
之
殊
高
徽
柔
諮
恭
明
允
篤
恕
九
徳
靡
爽
百
行
淵
備
弘
道
耽
藝
恢
鱈
墳
籍
探
噴
研
機
岡
深

　
不
入
若
乃
立
徳
隆
禮
樹
節
寳
眞
忠
諒
足
以
弼
國
篤
友
足
以
輔
仁
用
能
昭
其
洪
諮
聲
充
宇

5
旬
接
華
彦
於
汝
墳
潤
枯
発
於
荊
漢
超
菅
飽
之
遽
躍
信
璽
諄
乎
柄
換
是
以
□
化
泉
流
芳
□

　
鴻
奮
耀
仁
閲
於
灌
輿
濟
俗
偉
乎
皇
訓
璽
公
偉
焉
弓
旗
盈
路
再
譲
考
□
□
□
三
府
墨
高
第

　
侍
御
史
舞
翼
州
刺
史
糾
別
暇
患
六
教
允
施
翰
飛
粛
於
鷹
揚
典
刑
□
□
軌
□
帝
□
其
動
遷

　
盧
江
太
守
擬
泰
和
以
陶
化
昭
八
則
以
隆
治
彌
□
弘
略
悪
訓
亡
倦
□
□
協
□
□
□
齊
□
□

　
清
源
之
深
閃
寳
疏
氏
之
至
順
以
疾
告
僻
輪
光
潜
耀
詠
琴
詩
以
寧
□
□
□
□
□
□
□
□
□

0
其
猶
充
治
外
内
官
疋
紹
徳
之
奥
藪
而
儀
民
之
淵
表
也
未
亮
三
事
□
□
□
終
□
□
□
□
□
□

　
常
山
相
蟹
干
氾
孫
而
胤
嗣
岡
纏
興
青
龍
三
年
正
月
丙
戌
縣
長
汝
南
醇
□
□
□
□
□
□
□

　
感
璽
埋
之
不
饗
思
隆
諮
模
以
紹
奔
世
乃
與
縣
之
碩
儒
俗
典
誤
之
中
□
同
宗
□
□
□
之
冑

　
昭
告
租
考
仰
守
厭
祀
本
支
著
宣
融
之
詐
人
柿
協
休
茂
之
薦
焉
禮
也
於
是
郷
□
□
上
計
縁

　
程
循
州
部
泰
山
從
事
史
程
郡
等
倉
以
爲
君
錐
輝
名
載
籍
光
麗
前
列
而
醸
墳
亡
□
儀
間
靡

5
述
遽
相
與
略
依
蕾
傳
昭
撰
景
行
刊
銘
樹
墓
以
聲
百
世
其
僻
日

　
於
昭
上
徳
實
唐
之
胤
誕
表
璽
和
躇
規
履
信
窮
棉
周
覧
砥
道
之
訓
遭
徳
徽
猶
鴻
漸
□
奮
薇

　
彼
脊
砒
寳
此
醇
諮
以
文
會
友
以
仁
翼
□
敷
化
濟
殖
肇
生
以
途
永
言
孝
思
民
之
仮
壁
如
何

　
昊
天
不
信
其
軌
明
徳
不
報
胤
肺
亡
紀
袋
輯
訓
典
諭
爾
髪
士
育
薙
赫
□
以
永
遽
祉
論
蕨
孫

　
謀
擢
干
萬
祀



注選料
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（
碑
陰
）

1
6

　
□
延
上

　
□
文
墓

　
都
仲
軍

　
彰
城
徐
四
達

5
汝
南
衰
彦
和

　
程
公
勝

　
仲
孝
安

　
□
子
康

　
鄭
子
澤

0
奮
徳
豫

　
程
文
起

　
王
威
烈

　
□
□
□

　
□
文
起

5
□
孝
節

　
□
子
才

　
嚴
徳
蘭

　
郡
文
則

　
狸
公
遠

0
嚴
公
儀

　
丘
子
則

　
陳
文
信

　
嚴
公
道

　
□
公
魏

謹
徳
威

蓋
公
義

李
考
達

任
桓
伯

鄭
子
起

李
□
業

徐
士
和

任
威
伯

丁
徳
英

王
顯
融

王
輔
改

□
子
然

王
文
□

萢
文
直

王
文
野

夏
侯
文
才

□
宜
禮

江
徳
利

夏
侯
聲
褒

段
休
南

魯
統
武

毛
子
堅

郡
公
然

□
仲
□

□
景
高

□
仲
容

□
□
直

□
元
徳

醇
武
興

□
文
□

□
伯
憲

□
文
徳

□
季
仁

□
徳
禮

郡
公
儀

□
□
豪

□
文
霧

王
儒
伯

郡
徳
威

魯
倉
艀

王
文
規

丘
叔
則

廃
文
才

□
文
陽

張
孝
信

張
文
辟

馬
子
文

張
□
成

田
遠
□

□
□
和

□
才
伯

郭
文
□

張
□
伯

□
□
陽

魏
文
□

江
□
譲

程
仲
宗

葎
子
□

□
□
文

王
文
和

何
文
幹

程
孝
成

裡
仲
榮

径
文
照

葎
文
□

嚴
孔
□

□
□
□

「
都
」
は
『
隷
績
』
に
「
郡
」
に
作
る

「
城
」
は
『
隷
績
」
に
「
氏
」
に
作
る

「
廃
」
は
『
隷
績
』
に
「
胤
」
に
作
る

「
堅
」
は
『
隷
績
』
に
「
澄
」
に
作
る

（
碑
陰
の
人
名
は
『
漢
碑
録
文
』
巻
四
の
繹
文
に
從
い
、
『
隷
績
』
巻
一
二
「
魯
峻
断
碑
陰
」
の
異
同
を
下
に
注
し
た
。
）
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刻石替魏

、
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五
　
盧
江
太
守
萢
式
碑

　
隷
書
。
早
鐘
は
二
十
行
、
行
ご
と
に
三
三
字
。
碑
文
中
に
青
龍
三
年
（
二
一
二
五
）
正
月
と
あ
り
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
立
碑
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
宋
代
ま
で
は
比
較
的
良
い
状
態
で
あ
っ
た
。
清
朝
の
乾
隆
四
十
一
年
（
一
七
七
六
）
に
碑
額
が
濟
寧
龍
門
坊
に
て
尊
見
さ
れ
、
五
年
後
、
泰
安
趙
氏

家
藏
の
拓
本
が
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
六
年
後
、
築
石
が
濟
寧
の
學
宮
に
て
登
見
さ
れ
た
。
し
か
し
再
見
さ
れ
た
部
分
は
、
宋
拓
の
身
分
に
及
ば
な
か
っ
た
と
い

う
（
『
山
左
金
石
志
」
）
。
『
金
石
葦
編
』
に
、
「
碑
僅
か
に
上
裁
を
存
す
。
高
さ
三
尺
、
廣
さ
二
尺
一
寸
。
十
二
行
。
行
約
十
五
六
字
。
額
に
「
故
盧
江
太
守
萢

府
君
之
碑
」
の
十
字
を
題
す
。
築
書
。
今
濟
寧
州
學
に
在
り
」
と
い
い
、
『
碑
帖
叙
録
」
に
、
「
今
山
単
寧
寧
鐵
塔
寺
院
内
に
存
す
」
と
い
う
。
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君
舞
式
。
字
□
□
。
□
華
魁
□
木
曽
。
功
存
有
義
。
宴
日
御
龍
。
□
詐
帯
出
。
世
襲
其
隆
。
各
自
重
過
。
有
具
現
者
。
光
演
弘
誤
。
翼
崇
覇
業
。
錫
邑
命
族
。

　
　
　
　
り
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お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

實
爲
萢
氏
。
則
其
後
也
。
君
難
壁
場
之
茂
度
。
鱒
玄
亮
之
腰
高
。
徽
柔
諮
恭
。
明
允
篤
恕
。
九
黒
蟻
爽
。
百
行
淵
備
。
弘
道
耽
藝
。
恢
鞘
墳
墓
。
探
足
研
機
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

岡
深
不
入
。
若
埋
立
徳
隆
禮
。
滑
節
寳
眞
。
忠
諒
足
芸
弼
國
。
狂
喜
足
以
輔
仁
。
用
能
昭
其
峰
山
。
豊
里
宇
旬
。
接
華
墨
於
汝
墳
。
潤
枯
発
於
荊
漢
。
半
睡
飽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

霞
草
躍
。
信
難
口
口
浅
口
。
是
耳
漏
駆
通
流
。
芳
□
留
立
。
耀
仁
閲
於
灌
輿
。
汐
留
偉
乎
皇
訓
。
畢
公
偉
焉
。
弓
腔
直
路
。
再
譲
考
□
。
□
□
三
府
。
墨
高
第

　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

侍
御
史
。
昇
翼
州
刺
史
。
糾
別
璃
患
。
六
教
士
施
。
翰
飛
動
於
鷹
揚
。
曲
ハ
刑
□
□
軌
□
。
帝
□
揺
動
。
遷
浪
江
太
守
。
擬
泰
和
以
即
題
。
昭
八
則
以
隆
治
。
彌

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
目
口
。
恵
訓
亡
倦
。
□
□
協
□
。
□
□
罪
源
。
翠
蓋
源
之
深
重
。
母
語
氏
之
主
監
。
以
諭
告
僻
。
鞘
光
漕
耀
。
詠
琴
詩
凶
日
□
。
□
海
螢
□
調
車
。
□
□
其

　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

猶
。
充
治
外
内
。
建
紹
徳
之
奥
藪
。
而
儀
民
之
譜
表
也
。
未
亮
三
事
。
□
□
軽
目
。
□
□
□
三
皇
□
常
山
相
。
主
旨
氾
孫
。
而
胤
嗣
漕
運
。
卑
青
龍
三
年
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

丙
戌
。
縣
長
汝
南
醇
□
。
□
□
□
汐
田
□
。
感
電
巫
琿
之
不
念
。
興
隆
諮
模
。
以
紹
奔
世
。
乃
與
縣
之
碩
儒
。
題
目
軍
内
之
中
。
□
同
宗
□
。
□
□
之
冑
。
昭
告
租

　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

考
。
偉
守
廠
祀
。
本
支
著
宣
砂
書
詐
。
人
紬
協
休
茂
之
薦
焉
。
禮
也
。
於
是
郷
□
□
上
計
根
挿
循
。
州
部
泰
山
從
事
史
葎
郡
等
。
愈
毒
筆
。
渋
難
輝
名
載
籍
。

伽



　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

光
麗
前
列
。
而
籔
墳
亡
□
。
儀
間
靡
述
。
途
西
目
略
依
過
量
。
昭
撰
景
行
。
刊
銘
樹
墓
。
以
聲
百
世
。
其
僻
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

　
於
昭
賢
徳
。
實
唐
之
胤
。
誕
表
簸
和
。
躇
規
準
信
。
窮
理
周
覧
。
砥
道
之
訓
。
至
徳
異
義
。
鴻
漸
単
純
。
臓
彼
脊
砒
。
寳
達
筆
諮
。
以
文
會
友
。
以
仁
翼
□
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

敷
化
濟
殖
。
璽
生
野
遽
。
過
言
孝
思
。
民
之
仮
壁
。
如
何
昊
天
。
不
信
其
軌
。
明
徳
不
報
。
胤
肺
亡
紀
。
愛
輯
訓
典
。
諭
歯
茎
士
。
育
薮
赫
□
。
以
導
爆
祉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
V

論
蕨
孫
謀
。
耀
干
萬
祀
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

君
講
式
　
字
□
□

　
　
字
□
ロ
ー
1
『
後
漢
書
』
列
傳
七
十
一
「
濁
行
傳
」
に
「
萢
式
字
巨
卿
。
山
陽
金
製
人
出
。
一
名
氾
」
と
い
い
、
了
承
『
後
漢
書
』
（
『
太
卒
御
覧
」
巻
四
百
七
）
に
「
萢
式
字

　
　
巨
卿
。
山
陽
金
郷
人
」
と
い
う
。

□
□
□
□
ロ
ロ

　
　
『
後
漢
書
」
本
傳
の
記
述
に
從
え
ば
、
「
山
陽
金
郷
人
也
」
の
六
字
が
入
る
か
。

功
存
有
夏
　
建
日
御
龍

　
　
御
龍
1
1
『
左
傳
」
裏
公
二
十
四
年
”
只
萢
）
宣
子
日
。
昔
旬
之
租
。
自
虞
以
上
爲
陶
土
氏
。
在
夏
雲
御
龍
氏
。
在
商
中
土
章
氏
。
在
周
毛
唐
杜
氏
。
留
主
夏
盟
爲
萢
氏
。
其

　
　
是
之
謂
乎
」
。

□
詐
商
周

　
　
□
詐
1
1
戚
「
郭
仲
奇
碑
」
（
『
隷
繹
』
巻
九
）
　
「
其
先
蓋
周
之
冑
。
緒
興
亜
建
國
。
享
土
受
詐
」
。

世
昭
其
隆

　
　
其
隆
1
1
『
史
記
」
巻
二
十
三
「
禮
書
」
“
「
君
子
上
致
其
隆
。
円
蓋
撃
殺
。
而
中
耳
半
半
」
。

蕾
圭
夏
盟

　
　
巫
日
主
夏
盟
1
1
注
（
3
）
参
照
。

有
士
會
者

　
　
士
會
1
1
萢
武
子
の
こ
と
。
『
左
傳
」
で
は
、
亭
主
・
士
會
・
季
氏
・
苑
武
子
・
萢
會
・
随
季
・
随
武
子
・
随
會
の
名
で
見
え
る
。
注
（
1
1
）
参
照
。

光
演
弘
護
　
翼
崇
覇
業

　
　
光
演
1
1
『
漢
書
」
巻
一
百
下
「
叙
傳
」
下
一
「
河
圖
命
庖
。
洛
書
賜
禺
。
八
卦
雲
列
。
九
絵
適
叙
。
世
代
七
二
。
光
演
文
武
」
。

　
　
弘
護
H
『
暦
書
」
巻
三
十
八
「
文
六
王
傳
」
一
「
倫
太
子
中
庶
子
茸
山
上
疏
曇
日
。
罪
不
相
即
。
悪
止
其
身
。
此
先
哲
之
弘
護
。
百
王
之
達
制
止
」
。

　
　
尊
崇
日
戸
『
漢
書
」
巻
三
十
五
「
荊
燕
呉
傳
」
　
「
今
呂
氏
雅
上
本
推
崇
高
帝
就
天
下
」
。
注
一
「
謂
翼
戴
崇
漿
。
以
成
帝
業
。
若
車
導
引
。
助
推
重
穀
。
故
得
引
重
而
致
遠

　
　
也
」
。

鵬



注選料噴磁難

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

　
　
覇
業
口
『
史
記
』
巻
一
第
十
「
再
製
翠
蓋
」
一
「
奮
雷
公
初
立
。
欲
修
覇
業
。
悪
罵
師
弟
逐
戎
程
。
珠
子
帯
。
迎
内
周
裏
書
」
。

錫
邑
命
族

　
　
錫
邑
1
1
『
左
傳
』
僖
公
五
年
一
「
陳
韓
宣
仲
怨
鄭
申
言
之
反
己
理
論
陵
也
。
故
勧
説
窒
息
賜
邑
」
。

　
　
命
族
“
『
史
記
』
巻
一
「
五
帝
本
紀
」
一
「
奔
命
周
。
姓
姫
氏
」
集
解
引
鄭
玄
駁
里
馬
『
五
纒
異
義
』
一
「
天
子
賜
姓
善
導
。
諸
侯
早
島
。
族
者
。
氏
子
別
名
也
。
姓
者
。
所
以

　
　
統
繋
百
世
。
使
不
別
也
。
氏
者
。
所
以
別
子
孫
之
所
出
」
。

實
爲
萢
氏

　
　
實
爲
萢
氏
1
1
『
左
傳
』
宣
公
十
七
年
一
「
萢
武
子
將
老
」
。
注
一
「
老
。
致
仕
也
。
玉
壷
随
。
故
習
随
武
子
。
後
生
受
手
。
重
出
萢
武
子
也
」
。

君
稟
藪
醇
之
茂
度
　
膿
玄
亮
之
殊
高

　
　
璽
醇
1
1
察
琶
「
汝
南
周
巨
勝
碑
」
（
『
察
中
郎
集
』
巻
二
）
一
「
君
鷹
坤
乾
之
淳
籔
。
纏
当
世
会
期
運
」
。

　
　
玄
亮
1
1
砿
「
緩
民
校
尉
熊
君
碑
」
（
『
隷
繹
」
巻
十
一
）
一
「
杜
暉
字
慈
明
。
膣
質
量
亮
。
敦
仁
好
道
」
。

徽
柔
諮
恭
　
明
允
篤
恕

　
　
徽
柔
諮
恭
け
『
書
』
無
逸
一
「
三
王
卑
服
。
即
康
功
田
功
。
徽
柔
諮
恭
。
懐
保
小
壁
。
恵
鮮
鰹
寡
」
。

　
　
明
允
篤
恕
1
1
『
子
孫
』
文
公
十
八
年
一
「
昔
高
手
謡
講
才
子
八
人
目
…
…
平
年
廣
淵
。
明
允
書
影
。
天
下
王
民
謂
之
八
榿
」
。
注
一
「
允
。
信
也
。
篤
。
厚
也
」
。

九
徳
靡
爽
　
百
行
淵
備

　
　
九
徳
1
1
「
受
暉
碑
」
（
本
書
、
二
）
注
（
1
4
）
参
照
。

　
　
靡
爽
1
1
『
詩
』
小
雅
「
醒
覚
」
一
「
其
徳
不
遜
。
壽
考
不
忘
」
。
傳
一
「
爽
。
差
也
」
。
『
宋
書
』
毬
九
十
七
「
夷
豊
丘
」
　
「
故
錐
面
法
枝
派
。
名
墨
條
分
。
至
於
崇
親
嚴
上
。
厭

　
　
縣
靡
爽
」
。

　
　
百
行
…
備
1
一
『
鍾
離
意
別
傳
』
（
『
北
言
書
砂
』
巻
六
十
三
）
一
「
学
士
鍾
離
意
。
才
徳
翅
翅
。
正
色
町
黛
。
百
行
優
備
。
鷹
令
補
吏
」
。

　
　
百
行
1
1
『
詩
』
烈
風
「
眠
」
一
「
昔
者
耽
分
。
猫
可
継
当
。
女
之
耽
分
。
不
可
説
也
」
。
単
一
「
説
。
解
也
。
士
有
百
行
。
可
以
功
過
相
除
」
。
「
吉
言
碑
」
（
『
漢
代
石
刻
集
成
』

　
　
九
五
）
　
「
追
逡
曾
参
。
緩
迩
樂
正
。
百
行
之
主
。
於
斯
爲
盛
」
。

　
　
淵
備
1
1
謝
眺
「
三
日
侍
華
光
殿
曲
水
宴
代
人
鷹
詔
」
（
『
謝
宣
城
集
』
巻
｝
）
一
「
羅
馬
儲
徳
。
徽
猷
淵
備
」
。

弘
道
耽
藝
　
恢
轄
墳
籍

　
　
弘
道
1
1
『
論
語
』
衛
飯
公
一
「
子
日
。
人
平
弘
道
。
非
道
弘
人
」
。
「
老
子
銘
」
（
『
心
霊
』
巻
三
）
一
「
霜
融
尚
恵
弘
道
。
含
閃
光
大
。
存
神
養
性
」
。

　
　
耽
藝
H
「
廣
漢
属
國
都
尉
丁
鮪
碑
」
（
『
隷
繹
』
巻
十
七
）
一
「
九
徳
望
穆
。
耽
鋳
造
藝
。
文
雅
少
疇
」
。

　
　
恢
腫
「
安
卒
相
孫
根
碑
」
（
『
隷
繹
』
巻
十
）
一
「
含
徳
厚
純
。
恢
廓
術
藝
」
。

　
　
轄
1
1
『
三
國
志
』
巻
十
一
「
管
寧
傳
」
一
「
鱈
艦
儒
墨
。
潜
化
傍
流
。
影
干
殊
俗
」
。

　
　
墳
籍
u
『
後
漢
書
』
列
傳
五
十
三
「
李
固
傳
」
一
「
少
好
學
。
常
歩
行
尋
師
。
不
遠
千
里
。
途
究
覧
戸
籍
。
結
交
英
賢
」
。

探
晴
研
機

　
　
探
噴
1
1
『
易
』
繋
僻
上
一
「
探
蹟
索
隠
。
王
寺
致
遠
。
査
定
天
下
之
吉
凶
。
成
語
下
之
唇
聾
者
。
莫
大
乎
著
亀
」
。

餅



（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

　
　
研
機
目
『
易
』
繋
辮
上
　
「
夫
易
。
聖
人
置
所
以
極
深
而
研
幾
也
」
。
「
文
帝
諌
」
（
『
曹
子
建
集
」
巻
二
）
一
「
鮮
惟
聖
算
。
岐
嚢
鑑
識
。
研
幾
六
典
。
學
不
過
庭
」
。

若
乃
立
徳
隆
禮
　
樹
節
寳
眞

　
　
立
徳
1
1
『
左
傳
」
裏
公
二
十
四
年
一
「
雷
撃
之
。
大
上
季
立
徳
。
其
次
早
立
功
。
其
調
理
立
言
。
錐
久
不
興
。
此
之
謂
不
朽
」
。

　
　
隆
禮
1
1
『
禮
記
』
脛
解
一
「
是
二
幅
禮
由
禮
。
謂
之
有
方
曲
金
。
不
隆
禮
不
由
禮
。
零
本
無
苫
葺
民
」
。
注
「
隆
禮
。
謂
盛
行
輝
輝
」
。

　
　
樹
節
1
1
『
世
読
新
語
』
徳
行
注
引
『
績
巫
日
陽
秋
』
一
「
少
而
孤
貧
。
能
善
樹
節
。
以
儒
素
見
構
」
。

　
　
寳
眞
惇
用
例
未
詳
。

忠
諒
足
以
弼
國
　
篤
友
足
以
輔
仁

　
　
黄
蓮
け
砿
『
念
書
」
巻
四
十
「
尉
皇
運
傳
」
一
「
時
宣
帝
在
東
宮
。
親
押
詣
倭
。
敷
有
罪
失
。
高
租
於
朝
臣
謹
選
忠
諒
鞭
亡
者
以
匡
弼
之
」
。
『
漢
書
録
文
』
は
「
志
諒
」
に
作

　
　
る
。

　
　
弼
國
1
1
戚
『
史
記
」
巻
七
十
八
「
春
蝉
君
列
傳
」
一
「
開
申
君
既
相
楚
。
是
時
齊
有
孟
嘗
君
。
趙
有
留
原
君
。
魏
有
信
学
士
。
方
畢
下
士
。
招
致
賓
客
。
以
相
傾
奪
。
輔
國
持

　
　
灌
」
。

　
　
篤
友
目
『
巫
日
書
』
巻
七
十
一
「
孫
潮
嵐
」
一
「
加
以
四
王
目
語
。
仁
明
篤
友
。
急
難
之
感
。
同
志
王
室
。
股
肱
爪
牙
。
足
相
維
持
」
。

　
　
輔
仁
1
1
『
論
語
』
顔
淵
　
「
曾
子
日
。
君
子
以
文
會
友
。
以
友
輔
仁
」
。

用
能
昭
其
洪
酪
　
聲
充
宇
旬

　
　
洪
諮
H
「
太
尉
劉
寛
碑
」
（
『
隷
繹
』
巻
十
一
）
一
「
於
是
故
吏
李
謙
等
有
感
股
魯
述
徳
之
島
。
有
馬
洪
諮
休
榮
宜
著
無
窮
」
。

　
　
宇
旬
臼
砿
『
梁
書
」
巻
一
「
武
帝
紀
」
一
「
鶏
放
愚
狡
。
均
禮
海
昏
。
廓
清
神
旬
。
掃
藻
類
宇
」
。

接
華
彦
於
汝
墳
　
潤
枯
艶
於
荊
漢

　
　
接
華
彦
於
汝
墳
1
1
『
後
漢
書
』
本
傳
に
、
汝
南
の
張
勘
の
葬
に
驕
け
つ
け
る
話
が
み
え
る
。

　
　
華
彦
1
1
『
詩
』
鄭
風
「
燕
襲
」
一
「
裏
主
…
嬰
今
。
三
筆
言
分
。
彼
其
之
子
。
邦
之
彦
分
」
。
傳
一
「
彦
。
士
之
美
構
」
。

　
　
汝
墳
1
1
『
詩
』
周
南
「
汝
墳
」
序
一
「
二
王
之
化
行
乎
汝
墳
之
國
」
。
傳
　
「
汝
。
水
理
也
。
墳
。
大
駆
也
」
。

　
　
潤
枯
艶
於
荊
漢
1
1
『
後
漢
書
』
本
傳
に
、
生
前
未
見
の
長
沙
の
陳
芸
子
の
た
あ
に
喪
を
臨
湘
ま
で
曲
る
話
が
み
え
る
。

　
　
潤
枯
驚
1
1
『
列
子
」
楊
朱
　
「
衿
一
時
背
骨
讐
。
以
焦
凶
漁
柿
形
。
要
死
後
数
百
年
中
罪
名
。
長
足
潤
枯
骨
」
。

　
　
荊
漢
1
1
『
宋
書
』
巻
一
「
武
帝
紀
」
一
「
轡
冠
絶
將
単
語
。
星
羅
軽
装
無
識
。
振
武
將
軍
卑
語
。
舟
堅
塁
遭
。
而
元
凶
傳
首
。
回
父
畳
揮
。
則
荊
羅
刹
廓
」
。

超
菅
飽
之
遽
躍
　
信
璽
諄
乎
柄
換

　
　
菅
鞄
之
遽
躍
1
1
傅
威
「
感
別
賦
」
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
）
一
「
卑
語
友
之
仮
撮
。
慕
管
鞄
之
遽
躍
」
。

　
　
霞
諄
1
1
『
漢
書
』
巻
一
百
上
「
叙
傳
」
上
　
「
既
藁
葺
以
吉
坐
骨
。
又
申
工
手
燗
戒
」
。
注
　
「
諄
。
単
二
」
。
『
漢
輯
録
文
』
は
「
自
評
」
に
作
る
。
陸
雲
「
九
慰
」
（
『
陸
士

　
　
龍
集
』
巻
七
）
一
「
靖
永
言
以
聴
命
。
欽
璽
諦
而
粛
湛
」
。

　
　
柄
換
腰
揚
雄
．
「
劇
秦
美
新
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
八
）
　
「
柄
換
照
耀
。
靡
不
宣
錬
」
。
張
衡
「
東
京
賦
」
（
『
文
選
』
巻
三
）
　
「
魂
異
謡
誰
。
横
奪
柄
換
」
。

是
以
□
化
泉
流
　
芳
□
鴻
奮

撚



注選
料

債磁鰭

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

　
　
泉
流
1
1
『
詩
」
小
切
「
小
異
」
　
「
如
彼
泉
流
。
濫
倫
胃
以
敗
」
。
箋
一
「
王
之
爲
政
。
如
源
泉
之
流
行
則
清
。
無
相
牽
率
爲
悪
。
以
自
濁
敗
」
。

　
　
鴻
奮
1
1
注
（
5
5
）
参
照
。

耀
仁
閾
於
灌
輿
　
濟
俗
偉
乎
皇
訓

　
　
耀
仁
1
1
用
例
未
詳
。

　
　
樺
輿
1
1
『
詩
』
秦
風
「
椹
輿
」
一
「
干
嵯
乎
。
不
承
椹
輿
」
。
傳
　
「
承
。
綴
也
。
椹
輿
。
二
二
」
。

　
　
濟
俗
け
『
前
漢
紀
』
毬
五
「
恵
帝
紀
」
一
「
筍
悦
日
。
…
…
是
以
清
節
殿
傷
。
公
義
損
訣
。
富
者
比
公
室
。
貧
者
匿
朝
夕
。
玉
笹
爲
濟
俗
也
」
。

　
　
皇
訓
1
1
用
例
未
詳
。

弓
旋
盈
路

　
　
弓
旛
1
1
『
左
傳
』
昭
公
二
十
年
　
「
齊
侯
田
干
浦
。
招
虞
人
目
弓
。
…
…
（
虞
人
）
日
。
旛
洋
語
大
夫
。
弓
平
声
士
」
。
『
孟
子
」
縢
文
目
下
　
「
昔
齊
景
公
田
。
招
虞
人
以

　
　
旛
」
。
任
肪
「
宣
徳
皇
后
令
」
（
『
文
選
」
巻
三
十
六
）
一
「
黒
檀
離
龍
而
成
輻
削
藁
。
愛
在
弱
冠
。
首
鷹
弓
旋
」
。

　
　
盈
路
1
1
『
漢
書
』
巻
七
十
三
「
童
賢
傳
」
一
「
既
去
禰
租
。
惟
黙
認
顧
。
語
学
我
徒
。
戴
負
評
説
」
。

再
譲
考
□
　
□
□
三
府

　
　
三
府
巨
『
後
漢
書
』
本
傳
に
「
三
府
並
辟
。
不
鷹
」
と
い
う
。

塞
高
第
侍
御
史

　
　
高
第
侍
御
史
1
一
「
司
隷
校
尉
魯
都
響
」
（
『
漢
代
石
刻
資
料
集
成
』
一
〇
八
）
一
「
辟
司
徒
府
。
墨
高
第
侍
御
史
東
郡
頓
丘
令
」
。

拝
翼
州
刺
史

　
　
翼
州
刺
史
1
1
『
後
漢
書
』
本
傳
に
は
「
塞
州
茂
才
。
四
遷
荊
州
刺
史
」
と
い
う
。

糾
別
鍛
患
　
六
教
允
施

　
　
糾
別
1
1
『
後
漢
書
』
列
傳
六
十
六
「
循
議
論
・
王
換
」
一
「
（
任
）
峻
擢
用
文
武
吏
。
皆
薫
皿
西
霞
。
子
別
姦
盗
。
不
得
書
置
」
。
注
　
「
左
傳
。
天
王
策
命
各
文
侯
日
。
糾
遂
王

　
　
患
。
杜
預
注
云
。
遂
。
遠
也
。
別
與
遜
通
」
。

　
　
鼻
塞
目
『
巫
日
書
』
巻
二
十
二
「
樂
志
」
上
　
「
赫
　
太
租
。
克
廣
明
徳
。
廓
開
宇
宙
。
正
世
立
則
。
攣
西
下
纒
。
民
無
二
窓
。
創
業
垂
統
。
兆
霞
棚
日
國
」
。

　
　
六
教
1
1
『
首
記
』
経
解
　
「
孔
子
日
。
入
其
國
。
其
謝
辞
知
也
。
其
爲
人
也
。
温
柔
敦
厚
。
詩
嚢
也
。
疏
通
知
内
。
書
教
也
。
廣
博
野
良
。
樂
教
也
。
黎
静
精
微
。
易
教
也
。

　
　
恭
倹
荘
敬
。
禮
教
也
。
屡
辮
比
事
。
春
秋
教
也
」
。

翰
飛
粛
於
鷹
揚
　
典
刑
□
□
軌
□

　
　
翰
飛
腫
『
詩
』
小
雅
「
小
宛
」
　
「
宛
彼
鳴
鳩
。
翰
飛
戻
天
」
。
傳
一
「
翰
。
高
。
戻
。
至
也
」
。

　
　
鷹
揚
1
1
『
詩
』
大
雅
「
大
明
」
一
「
維
師
尚
書
。
時
維
鷹
揚
」
。
傳
一
「
鷹
揚
。
如
鷹
之
飛
揚
也
」
。
『
後
漢
書
』
列
傳
七
十
九
下
「
儒
林
傳
下
・
謝
該
」
一
「
今
尚
父
鷹
揚
。
方
叔

　
　
翰
飛
」
。

　
　
典
刑
1
1
『
書
』
舜
典
　
「
象
以
典
刑
。
流
宥
五
刑
。
鞭
作
官
刑
。
朴
作
教
刑
。
金
作
瞭
刑
」
。

遷
盧
江
太
守

鵬
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遷
庸
江
太
守
H
『
後
漢
書
』
本
傳
に
「
式
後
遷
鷹
江
太
守
。
有
威
名
。
空
発
官
」
と
い
う
。

擬
泰
和
以
陶
化
　
昭
八
則
以
隆
治

　
　
泰
和
一
1
『
法
言
」
孝
至
一
「
或
問
泰
和
。
日
。
曲
譜
唐
虞
成
周
乎
。
観
護
及
詩
。
温
温
乎
。
其
和
可
知
也
」
。
「
易
』
乾
一
「
保
合
大
和
。
乃
利
貞
」
。

　
　
陶
化
巨
『
准
南
子
』
本
章
訓
一
「
天
地
之
合
和
。
陰
陽
之
弘
化
萬
物
。
皆
乗
黒
蓋
者
也
」
。
樒
康
「
二
軸
箴
」
（
『
梧
耳
漏
』
蓮
歩
）
一
「
浩
浩
太
素
。
陽
曜
陰
凝
。
二
儀
陶
化
。

　
　
人
倫
肇
興
」
。

　
　
八
広
1
1
『
周
禮
』
盲
官
・
大
宰
…
「
以
八
則
治
都
鄙
。
一
日
祭
祀
。
以
豊
島
柿
。
二
日
濠
則
。
以
駅
其
官
。
三
日
両
差
。
以
駅
卒
園
。
四
日
腺
位
。
以
駅
其
士
。
五
日
賦
貢
。

　
　
以
駅
其
用
。
六
日
禮
則
。
以
駅
其
民
。
七
日
刑
賞
。
以
駅
霊
威
。
八
日
田
役
。
以
駅
豊
島
」
。

　
　
隆
治
H
『
三
國
志
」
巻
十
二
「
飽
助
傳
」
一
「
夫
樂
。
上
通
穐
明
。
下
和
人
差
。
隆
治
服
罪
。
萬
霊
威
又
」
。

彌
□
弘
略
　
恵
訓
亡
倦

　
　
弘
略
1
1
『
三
國
志
」
巻
二
十
］
「
劉
郡
傳
」
一
「
郡
上
疏
日
。
…
…
陛
下
以
上
聖
之
宏
略
。
鳥
撃
綱
之
弛
頽
。
神
慮
内
竪
。
点
耳
外
登
」
。

　
　
恵
訓
亡
倦
1
1
『
左
傳
』
嚢
公
二
十
一
．
年
一
「
書
日
。
専
有
暮
動
。
明
徴
定
保
。
週
明
而
鮮
過
。
恵
訓
言
倦
者
。
叔
向
有
態
」
。
注
　
「
恵
訓
不
倦
。
恵
我
無
彊
也
」
。

□
清
源
之
深
閥
　
寳
疏
氏
之
至
順

　
　
清
源
1
1
『
楚
辮
』
遠
遊
　
「
軟
迅
風
鎮
清
源
分
。
從
異
議
乎
増
泳
」
。
淫
逸
注
一
「
遽
入
八
風
之
藏
府
也
」
。
張
衡
「
思
玄
賦
」
（
『
文
選
』
巻
十
五
）
一
「
且
余
沐
於
清
源
分
。
晴

　
　
余
髪
於
朝
陽
」
。

　
　
深
閃
“
『
荘
子
」
天
下
　
「
其
於
本
也
。
二
大
而
關
。
深
閥
而
犀
。
曽
於
宗
也
。
可
謂
岩
崩
而
上
途
　
」
。

　
　
疏
氏
巨
『
漢
書
』
巻
七
十
一
「
疏
廣
傳
」
に
「
廣
謂
受
託
。
吾
聞
知
足
不
詳
。
知
止
不
殆
。
功
護
身
退
。
天
之
道
也
。
今
仕
官
至
二
千
石
。
宙
成
名
立
。
如
此
不
去
。
催
有

　
　
後
悔
。
山
豆
如
父
子
相
随
出
關
。
婦
老
故
郷
。
以
壽
命
終
。
不
亦
善
乎
」
と
あ
る
。

　
　
至
順
一
1
『
易
』
坤
昌
夫
坤
。
天
下
之
至
順
也
」
。

鞘
光
潜
擢

　
　
鱈
光
ほ
孔
融
「
離
合
作
郡
姓
名
字
書
」
（
『
藝
文
類
聚
」
巻
五
十
六
）
　
「
蚊
瑛
隠
曜
。
美
玉
籍
光
」
。
『
留
書
』
巻
五
十
一
「
皇
甫
誼
傳
」
一
「
鯖
光
電
藪
。
含
章
未
曜
」
。

　
　
漕
耀
口
『
山
海
纒
」
「
南
山
纒
」
　
「
望
丘
山
。
其
光
載
出
載
入
」
。
郭
沖
津
　
「
柿
光
之
所
漕
耀
」
。

詠
琴
詩
以
寧
□

　
　
琴
詩
1
1
樒
康
「
贈
兄
秀
才
入
軍
」
其
十
七
（
『
楼
康
集
』
巻
一
）
一
「
琴
詩
自
誓
。
遠
谷
可
珍
」
。

□
□
其
猫
　
充
治
外
内

　
　
□
□
其
猶
1
1
『
詩
」
小
雅
「
采
芭
」
一
「
蚕
爾
攣
鋼
。
大
邦
爲
簾
。
県
内
元
老
。
克
壮
其
屋
」
。
傳
　
「
猶
。
道
也
」
。

　
　
充
治
1
1
砥
『
書
」
尭
典
　
「
光
被
四
表
。
格
工
」
上
下
」
。
傳
　
「
充
溢
車
外
。
至
干
天
地
」
。

官
疋
ﾐ
徳
之
奥
藪
　
而
儀
民
之
淵
表
也

　
　
紹
徳
H
『
奮
書
」
巻
十
一
「
天
文
志
」
上
一
「
唐
虞
則
義
二
藍
軌
。
三
夏
則
昆
吾
紹
徳
」
。

　
　
徳
之
藪
1
1
察
琶
「
胡
廣
黄
慶
頒
」
（
『
察
中
郎
集
』
巻
十
｝
）
一
「
惟
道
之
淵
。
惟
徳
之
藪
」
。

㎜
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儀
民
1
1
『
國
語
』
魯
語
上
一
畢
兀
能
輩
均
刑
法
。
以
儀
民
」
。
注
一
「
儀
。
善
也
」
。

　
　
淵
表
1
1
用
例
未
詳
。

　
　
民
之
表
1
1
『
禮
記
』
三
衣
一
「
上
好
斎
物
。
下
必
有
論
者
　
。
故
上
之
所
好
悪
。
不
可
不
愼
也
。
是
民
之
表
也
」
。

未
亮
三
事

　
　
三
事
1
1
「
漢
書
』
巻
七
十
三
「
章
書
成
傳
」
　
「
於
赫
苗
齢
。
匪
俊
匪
作
。
於
蔑
小
子
。
終
焉
其
度
」
。
注
　
コ
ニ
事
。
三
公
玉
壷
也
」
。

暫
手
氾
孫
　
而
胤
嗣
岡
纏

　
　
暫
手
子
孫
1
1
『
隷
繹
」
は
「
盟
子
確
当
」
に
作
る
が
、
『
漢
碑
録
文
』
に
只
洪
氏
）
字
書
誤
者
。
…
…
蟹
干
作
土
子
。
皆
白
総
碑
正
之
」
と
い
う
。
「
氾
」
に
つ
い
て
『
金

　
　
石
華
北
」
は
「
傳
云
。
借
字
巨
卿
。
山
陽
金
郷
人
也
。
一
名
氾
。
碑
稻
。
常
山
相
。
蟹
干
氾
孫
。
曲
芸
嗣
岡
縫
。
則
年
号
是
巨
魚
之
子
孫
。
非
其
別
名
也
」
と
い
う
。

　
　
胤
嗣
1
1
「
漢
成
陽
令
唐
扶
頒
」
（
『
隷
繹
」
巻
五
）
…
「
受
天
之
佑
。
胤
嗣
彌
光
。
爲
漢
台
輔
」
。

卑
青
龍
三
年
正
月
丙
戌

　
　
青
龍
三
年
1
一
「
器
官
鄭
際
唐
践
」
（
『
濟
寧
金
石
志
」
巻
二
）
に
、
「
巨
坪
勘
卒
年
月
。
史
雛
未
詳
。
而
傳
與
劉
茂
。
李
業
。
索
極
量
相
次
。
當
是
建
武
。
永
卒
聞
人
。
距
青

　
　
龍
乃
二
百
鯨
年
。
無
怪
乎
事
之
不
詳
」
と
い
う
。

縣
長
汝
南
醇
□

　
　
縣
長
ほ
こ
こ
で
は
山
陽
郡
金
郷
縣
（
萢
式
の
原
籍
）
の
縣
長
を
い
う
。
ち
な
み
に
碑
陰
に
「
醇
武
蔵
」
の
名
が
見
え
る
。

感
飯
琿
之
不
饗

　
　
簸
琿
1
1
『
漢
書
』
巻
七
十
三
「
章
玄
成
傳
」
　
「
轡
虫
則
日
祭
。
曾
高
則
月
祀
。
二
桃
則
黒
棚
。
壇
琿
則
歳
貢
。
大
弓
則
終
編
」
。
張
曼
注
　
「
去
桃
爲
壇
。
埋
。
掃
地
而
祭

　
　
也
」
。
師
固
注
一
「
桃
是
石
組
也
。
築
土
語
壇
。
除
地
爲
琿
」
。
「
帝
尭
碑
」
（
『
隷
繹
」
巻
一
）
一
「
乃
共
立
壇
琿
。
刊
碑
紀
石
」
。

思
隆
整
模
　
以
紹
奔
世

　
　
諮
模
聾
砿
「
受
暉
表
」
（
本
書
、
二
）
一
「
皇
帝
髄
乾
剛
之
諮
姿
。
紹
有
虞
之
黄
喬
」
。

　
　
詰
開
匡
『
國
語
』
周
匝
上
一
「
守
以
豊
津
。
奉
以
忠
信
。
変
世
心
徳
。
不
恭
前
人
」
。
『
綾
漢
書
』
志
二
十
九
「
輿
服
志
」
上
一
「
早
世
以
豊
北
。
明
其
功
也
」
。

乃
與
縣
之
碩
儒
　
沓
典
誤
之
中

　
　
碩
儒
1
1
『
後
漢
書
』
難
物
五
十
二
「
苞
爽
傳
」
一
「
後
遭
黛
鋼
。
隠
於
海
上
。
又
南
遁
漢
濱
。
積
十
鯨
年
。
以
著
述
千
弄
。
途
稻
爲
碩
儒
」
。
『
三
國
志
』
巻
四
十
二
「
杜
周
杜

　
　
許
孟
來
ヂ
李
謙
郡
傳
」
評
一
「
誰
周
詞
理
淵
通
。
爲
世
碩
儒
」
。

　
　
典
護
1
1
『
漢
書
』
雀
八
十
七
下
「
揚
雄
傳
」
下
一
「
典
護
之
篇
。
雅
頒
之
聲
。
不
温
純
深
潤
。
則
不
足
以
揚
鴻
烈
而
上
組
煕
」
。
注
（
5
3
）
『
察
中
郎
集
』
も
参
照
。

□
同
宗
□
　
□
□
之
胃

　
　
同
宗
巨
『
悪
計
』
喪
服
一
「
臨
写
。
何
以
三
年
也
。
受
重
者
必
以
尊
心
服
之
。
何
如
而
可
爲
之
後
。
同
宗
則
可
爲
之
後
。
何
如
而
可
以
爲
人
後
。
支
子
可
也
。
爲
所
後
者
。

　
　
租
父
母
。
妻
。
妻
之
父
母
。
昆
弟
。
昆
弟
之
子
。
若
子
」
。

　
　
之
冑
1
1
『
左
傳
』
昭
公
七
年
　
「
至
言
宵
我
先
君
穆
公
之
冑
。
子
良
之
孫
。
子
耳
之
子
。
敵
邑
之
卿
從
政
三
世
　
」
。

昭
告
租
考
　
偉
守
厭
祀

…
…
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昭
告
巨
「
上
尊
號
碑
」
（
本
書
、
一
）
注
（
伽
）
参
照
。

　
　
組
考
1
1
『
易
』
豫
一
「
象
日
。
雷
出
地
奮
豫
。
先
王
応
需
樂
聖
徳
。
股
薦
之
上
帝
。
豊
里
租
考
」
。

　
　
守
祀
1
1
『
國
語
』
周
語
下
一
「
唯
能
筐
墨
嘉
義
。
以
有
胤
在
下
。
守
祀
不
替
謙
抑
」
。

本
支
著
宣
融
之
詐
　
人
神
協
休
茂
之
薦
焉

　
　
本
支
1
1
『
詩
」
大
雅
「
文
王
」
　
「
文
王
孫
子
。
本
望
百
世
」
。
傳
　
「
本
。
本
宗
也
。
支
。
支
子
也
」
。

　
　
宣
融
1
1
『
華
陽
國
志
』
蜀
志
一
「
司
空
張
公
宣
融
皇
極
。
太
常
仲
纒
爲
天
下
姦
淫
」
。

　
　
人
神
1
1
『
後
漢
書
』
列
傳
三
十
下
「
班
固
傳
」
下
一
「
人
神
之
和
允
治
。
君
臣
之
序
碧
南
」
。

　
　
休
茂
n
察
琶
「
太
傅
安
樂
郷
文
恭
侯
胡
公
碑
」
（
『
察
中
郎
集
』
巻
四
）
一
「
淵
自
習
茂
。
鎌
柄
其
文
」
。

於
是
郷
□
□
上
計
檬
程
循
　
州
部
泰
山
從
事
史
程
郡
等

　
　
上
平
縁
劉
『
後
漢
書
』
列
傳
三
十
八
「
鷹
奉
傳
」
罫
引
謝
承
『
後
漢
書
』
一
「
奉
少
聖
上
謡
講
。
特
訓
爲
計
橡
。
倶
到
京
師
」
。
『
三
國
志
』
四
十
四
「
姜
維
傳
」
一
「
姜
維
字
伯

　
　
約
。
天
水
翼
人
也
。
少
孤
。
與
母
居
。
好
鄭
氏
學
。
仕
郡
上
計
操
。
州
辟
爲
從
事
」
。
「
塩
干
陣
雲
黒
黒
」
（
『
舌
代
石
刻
集
成
』
一
〇
〇
）
一
「
爲
主
簿
。
督
郵
。
五
官
縁
。
功

　
　
曹
。
上
計
檬
。
守
令
。
翼
州
從
事
」
。

　
　
三
部
泰
山
振
事
史
u
『
績
漢
書
』
志
二
十
五
「
百
官
志
」
五
一
「
建
武
十
八
年
。
復
爲
刺
史
。
十
二
人
各
圭
↓
州
。
其
一
州
属
司
隷
校
尉
。
…
…
皆
有
從
事
史
。
僻
佐
。

　
　
－
…
田
々
部
郡
國
六
。
翼
翼
高
趣
。
亮
州
部
八
。
…
…
」
。
ち
な
み
に
、
葎
姓
の
人
物
と
し
て
、
碑
陰
に
「
葎
徳
威
」
な
ど
の
名
が
見
え
る
。

君
錐
輝
名
載
籍
　
光
麗
前
列

　
　
輝
名
載
籍
1
1
『
魏
書
』
雀
二
十
三
「
衛
操
傳
」
一
「
昔
桓
文
講
習
。
功
著
満
室
。
顯
名
載
籍
。
列
賞
尋
物
」
。

　
　
光
麗
1
1
『
三
國
志
』
巻
三
十
五
「
諸
葛
亮
傳
」
一
「
方
今
天
下
騒
擾
。
元
悪
未
昊
。
君
受
大
任
。
幹
回
伝
導
。
而
久
日
干
損
。
非
所
以
光
揚
洪
烈
　
」
。

　
　
前
列
腫
『
書
』
武
成
一
「
公
劉
克
篤
前
烈
」
。
傳
一
「
能
厚
先
人
之
業
」
。

而
露
墳
亡
□
　
儀
間
靡
述

　
　
露
墳
1
1
孫
緯
「
聰
士
徐
君
墓
頒
」
（
『
論
文
類
聚
』
巻
三
十
六
）
　
「
乃
與
友
人
股
三
等
。
束
帯
青
笹
。
奉
撃
茎
宇
」
。

　
　
儀
間
1
1
「
凌
儀
令
衡
立
碑
」
（
『
隷
繹
』
巻
十
二
）
一
「
於
穆
從
事
。
淑
届
書
淵
。
柔
嘉
其
徳
。
儀
間
孔
芽
」
。

遽
相
與
略
依
蕾
傳
　
昭
撰
景
行

　
　
略
潮
目
『
漢
書
』
巻
七
十
六
「
韓
延
壽
傳
」
一
「
因
與
議
定
蠕
虫
喪
祭
二
品
。
略
語
古
禮
。
不
得
過
法
」
。
『
三
國
志
』
巻
十
二
「
崔
談
傳
」
注
引
張
播
『
漢
紀
』
　
「
（
孔
）
融

　
　
在
郡
八
年
。
僅
以
身
冤
。
帝
初
点
許
。
融
以
調
理
略
依
茜
制
。
定
王
畿
。
正
司
隷
所
部
爲
千
里
之
封
。
乃
引
公
卿
上
書
言
其
義
」
。

　
　
昭
撰
景
行
1
1
「
郭
泰
碑
」
（
『
漢
代
石
刻
資
料
集
成
』
九
七
）
一
「
於
是
樹
碑
表
墓
。
昭
銘
景
行
。
偉
芳
烈
奮
乎
百
世
。
令
問
顯
於
無
窮
」
。

　
　
景
行
口
『
詩
』
小
雅
「
車
華
」
一
「
高
山
仰
止
。
景
行
行
止
」
。
傳
一
「
景
。
大
豆
」
。
隅
一
「
景
。
明
也
」
。

刊
銘
樹
墓
　
以
聲
百
世

　
　
刊
銘
樹
墓
ほ
「
張
壽
碑
」
（
『
漢
代
石
刻
資
料
集
成
」
九
二
）
一
「
刊
石
樹
碑
。
増
益
令
嗣
」
。

　
　
刊
銘
1
1
『
隷
繹
』
巻
二
「
奨
毅
脩
華
嶽
碑
」
一
「
刊
銘
紀
請
。
告
配
梁
甫
」
。

慨



注選料噴叡難

（
5
2
）

（
5
3
）

（
5
4
）

（
5
5
）

（
5
6
）

（
5
7
）

（
5
8
）

　
　
聲
百
世
1
1
砿
「
孔
子
廟
碑
」
（
本
書
、
三
）
一
「
猫
著
徳
於
名
頒
。
騰
虹
梁
千
載
」
。

　
　
聲
1
1
『
國
語
』
周
語
上
一
「
爲
令
聞
嘉
讐
以
聲
之
」
。

於
昭
上
徳
　
實
唐
之
胤

　
　
上
徳
1
1
『
史
記
』
巻
六
十
七
「
仲
尼
弟
子
列
傳
」
気
孔
子
日
。
君
子
哉
若
人
。
上
徳
哉
若
人
」
。

　
　
實
唐
之
胤
1
1
注
（
3
）
『
左
傳
』
参
照
。

誕
表
藪
和
　
躇
規
履
信

　
　
難
癖
1
1
鍾
會
「
孔
雀
賦
」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
九
十
一
）
一
「
有
業
方
響
偉
鳥
。
感
露
和
書
來
儀
」
。
郭
瑛
「
江
賦
」
（
『
文
選
』
巻
十
二
）
一
「
保
不
断
而
永
固
。
三
元
氣
於
露
和
」
。

　
　
劉
良
注
一
「
塞
和
。
和
之
氣
也
」
。

　
　
躇
規
一
1
察
畿
「
上
元
加
子
扁
平
臣
上
壽
」
（
『
薬
中
郎
集
』
頬
面
）
一
「
需
要
藁
葺
。
動
躇
規
矩
」
。
『
三
國
志
』
巻
六
十
四
「
諸
葛
縢
二
孫
譲
陽
傳
」
評
　
「
縢
胤
属
脩
士
操
。

　
　
遵
躇
規
矩
」
。

　
　
履
信
1
1
「
谷
朗
碑
」
（
本
書
、
八
）
注
（
8
）
参
照
。

窮
神
周
覧
　
砥
道
之
訓

　
　
窮
神
1
1
『
易
』
精
液
下
　
「
窮
神
知
化
。
徳
之
盛
也
」
。
陸
機
「
漢
窯
租
功
臣
頗
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
七
）
　
「
窮
神
曲
化
。
望
影
壁
情
」
。

　
　
周
覧
目
『
史
記
』
巻
六
「
秦
始
皇
本
紀
」
一
「
親
巡
天
下
。
周
覧
遠
方
」
。

　
　
砥
目
『
詩
』
商
頒
「
長
爽
」
一
「
昭
假
遅
遅
。
上
帝
是
認
。
帝
命
両
蓋
九
園
」
。
箋
一
「
砥
。
敬
。
式
。
用
也
」
。

　
　
道
之
訓
1
1
『
後
漢
書
」
列
傳
六
十
九
下
「
儒
林
傳
下
・
謝
該
」
一
「
博
通
峯
薮
。
周
覧
古
今
。
物
詣
藩
儒
。
事
至
不
惑
。
清
白
言
行
。
敦
悦
道
訓
」
。

遮
徳
徽
猶
　
鴻
漸
□
奮

　
　
適
徳
ほ
「
上
尊
號
碑
」
（
本
書
、
一
）
注
（
9
1
）
参
照
。

　
　
徽
猶
1
1
『
詩
』
小
雅
「
角
弓
」
一
「
君
子
有
徽
猷
。
小
人
與
属
」
。
傳
一
「
徽
。
美
也
」
。
箋
一
「
猷
。
道
也
」
。

　
　
鴻
漸
目
『
易
』
漸
一
「
鴻
漸
干
干
。
小
子
属
。
有
言
元
処
ロ
」
。

臓
彼
奄
砒
　
寳
此
醇
諮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
脊
砒
1
1
『
詩
』
大
雅
「
板
」
一
「
天
之
着
想
。
無
官
脊
砒
」
。
傳
　
「
脊
砒
。
膿
柔
人
命
」
。
『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
二
「
崔
駆
傳
」
一
「
夫
君
子
非
不
雪
平
也
。
恥
奄
砒
以
求
墓
」
。

　
　
注
一
「
奄
砒
謂
倭
人
足
恭
。
善
爲
進
退
」
。

　
　
醇
諮
1
1
摯
虞
「
庖
犠
讃
」
（
『
初
學
記
」
巻
九
）
一
「
昔
在
上
古
。
惟
潜
居
位
。
庖
濫
作
王
。
古
着
五
戸
」
。

以
文
會
友
　
以
仁
翼
□

　
　
以
文
會
友
網
注
（
1
7
）
『
論
語
』
参
照
。

　
　
以
仁
翼
ロ
ー
1
『
孔
子
家
語
』
入
官
一
「
民
有
小
罪
。
必
求
其
善
。
朝
戸
其
過
。
民
有
大
罪
。
必
至
其
故
。
以
仁
輔
化
」
。

敷
化
濟
殖
　
撃
生
以
遽

　
　
敷
化
u
院
籍
「
與
晋
文
庫
書
薦
盧
播
」
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
五
十
三
）
一
「
皇
二
戸
秀
。
霊
徳
光
被
。
撃
茎
作
輔
。
書
道
敷
化
」
。

鵬



（
5
9
）

（
6
0
）

（
6
1
）

（
6
2
）

（
6
3
）

（
6
4
）

　
　
濟
殖
1
1
砿
『
詩
』
召
南
「
鵬
虞
」
宝
田
天
下
純
被
文
王
難
化
。
界
雷
類
蕃
殖
。
即
諾
以
時
。
仁
襟
帯
虞
。
則
王
道
成
也
」
。

　
　
璽
生
1
1
『
國
語
』
周
語
下
一
「
儀
之
干
民
。
度
之
子
璽
生
」
。

永
言
孝
思
　
民
之
故
堅

　
　
永
言
孝
思
1
1
『
詩
』
大
雅
「
下
武
」
一
「
成
王
之
孚
。
下
土
之
式
。
華
言
孝
思
。
孝
思
維
則
」
。

　
　
民
之
故
既
土
1
1
『
詩
』
大
雅
「
假
樂
」
一
「
百
碧
羅
士
。
媚
干
天
子
。
不
解
除
位
。
民
之
仮
既
土
」
。
二
一
「
望
。
息
也
」
。

如
何
昊
天
　
不
信
其
軌

　
　
如
何
昊
天
　
不
信
其
軌
1
1
『
詩
』
小
雅
「
雨
無
難
」
一
「
如
何
昊
天
。
発
言
不
信
。
如
彼
行
刑
。
則
墨
譜
榛
」
。
傳
一
「
辟
。
法
難
」
。

明
徳
不
報
　
胤
詐
亡
紀

　
　
明
徳
不
報
“
『
史
記
』
巻
四
十
二
「
鄭
世
家
し
”
「
重
徳
年
報
。
誠
然
哉
」
。
同
巻
一
百
二
十
八
「
亀
策
列
傳
」
一
「
臣
聞
盛
徳
三
聖
。
重
寄
不
蹄
」
。

　
　
明
徳
ロ
『
禮
記
』
大
學
一
「
大
學
之
道
。
在
明
明
徳
」
。

　
　
胤
詐
1
1
『
巫
目
書
』
巻
八
コ
辰
帝
紀
」
一
「
康
穆
早
世
。
胤
詐
不
融
」
。

　
　
胤
…
…
紀
目
「
綴
民
校
尉
熊
君
碑
」
（
『
隷
繹
』
巷
十
一
）
　
「
宗
胤
不
紀
。
故
爲
宣
昭
」
。

愛
輯
訓
典
　
諭
爾
髭
士

　
　
訓
典
1
1
『
史
記
』
巻
四
「
周
本
紀
」
一
「
時
鴬
舌
徳
。
遵
脩
其
緒
。
脩
其
訓
典
。
朝
夕
恪
勤
」
。
『
三
國
志
』
巻
十
一
「
那
原
傳
」
一
「
公
之
所
以
待
期
者
。
以
能
守
訓
典
而
不
易

　
　
也
」
。

　
　
謁
爾
1
1
『
詩
』
大
雅
「
皇
　
」
一
「
帝
羅
文
王
。
諭
爾
鴨
方
。
同
爾
弟
兄
。
以
良
器
援
。
曽
爾
慰
籍
。
以
伐
崇
塘
」
。

　
　
髭
士
一
1
『
詩
』
小
雅
「
甫
田
」
”
「
仮
介
仮
止
。
蒸
我
髭
士
」
。
傳
一
「
髭
。
俊
也
」
。

育
薮
赫
□
　
以
永
退
祓

　
　
育
鼓
1
1
「
歌
勲
摩
崖
」
（
『
漢
代
石
刻
資
料
集
成
』
一
一
一
）
一
「
育
弦
令
徳
。
既
結
早
言
」
。

　
　
遽
祉
潮
『
詩
』
小
繋
「
鴛
鴛
」
一
「
君
子
萬
年
。
零
丁
二
世
」
。
箋
　
「
遽
。
遠
也
。
藁
塚
久
也
」
。
『
奢
書
」
巻
一
百
十
二
「
無
生
載
記
」
　
「
敦
若
遠
躍
寳
融
附
漢
之
規
。
近
述

　
　
先
王
編
趙
之
事
。
垂
詐
無
窮
。
永
享
遽
阯
乎
」
。

諮
豚
孫
謀
　
擢
干
萬
祀

　
　
論
厭
主
謀
目
『
詩
』
大
雅
「
文
占
有
聲
」
一
「
耳
蝉
丁
丁
。
以
燕
翼
子
」
。
箋
　
「
孫
。
順
也
。
…
…
傳
其
所
以
順
天
下
之
謀
。
子
安
其
敬
上
之
子
孫
」
。

　
　
耀
干
萬
祀
目
『
前
漢
紀
』
巻
三
十
「
孝
卒
紀
」
一
「
明
徳
惟
馨
。
光
於
二
藍
」
。

悩

毒
茸
は
式
、
字
は
□
□
、
貴
男
□
□
□
□
。
功
有
夏
に
存
し
、
宴
に
御
龍
と
日
う
。
昨
を
商
周
に
□
し
、
世
よ
其
の
隆
を
昭
ら
か
に
す
。
暦
同
盟
を
祷
る
に
、
士
爵
な
る
者
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
の
り
　
　
　
う

り
、
直
伝
を
光
演
し
、
覇
業
を
翼
写
す
。
邑
を
錫
り
族
に
命
じ
、
實
に
善
言
と
則
る
。
則
ち
其
の
後
な
り
。
君
　
塞
醇
の
茂
ん
な
る
度
を
稟
け
、
玄
亮
の
殊
に
高
き
を
罪
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
が

徽
柔
諮
恭
に
し
て
、
野
盗
篤
恕
、
九
徳
爽
わ
ず
、
百
行
憩
い
に
備
わ
り
、
道
を
弘
め
藝
を
清
し
み
、
恢
く
墳
籍
を
青
め
、
噴
を
探
り
機
を
研
き
、
深
く
入
ら
ざ
る
難
し
。
乃
ち



　
　
　
　
　
　
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と

徳
を
立
て
禮
を
隆
く
し
、
節
を
樹
て
眞
を
寳
ん
じ
、
忠
諒
は
以
て
國
を
弼
く
る
に
足
り
、
篤
友
は
以
て
仁
を
動
く
る
に
足
る
が
若
き
は
、
用
い
て
能
く
其
の
洪
諮
を
昭
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

し
、
聲
は
由
旬
に
充
つ
。
骨
面
を
汝
墳
に
接
し
、
枯
発
を
荊
漢
に
潤
す
。
魚
屋
の
遽
躍
を
超
え
、
塞
諄
を
輪
換
に
信
ぶ
。
是
を
以
て
□
化
し
泉
流
し
、
芳
□
し
鴻
干
す
。
仁
を

か
が
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

耀
か
す
こ
と
食
客
に
關
ら
か
に
し
て
、
俗
を
濟
う
こ
と
雪
意
に
偉
し
。
璽
公
焉
を
偉
と
し
、
弓
汐
路
に
盈
つ
。
再
び
考
□
を
譲
り
、
三
島
に
廟
祀
せ
ら
る
。
高
第
に
墨
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ
ど

れ
て
侍
御
史
と
な
り
、
翼
州
刺
史
を
拝
す
。
世
子
を
部
別
し
、
騒
士
允
に
施
さ
る
。
翰
飛
す
る
こ
と
鷹
の
揚
が
れ
る
よ
り
粛
た
り
、
刑
を
典
る
こ
と
□
軌
よ
り
□
な
り
。
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か

其
の
勅
を
□
し
、
筆
下
太
守
に
遷
る
。
泰
和
を
擬
り
て
以
て
陶
化
し
、
八
則
を
昭
ら
か
に
し
て
以
て
治
を
隆
ん
に
す
。
弘
略
を
彌
啓
し
、
恵
訓
し
て
倦
ま
ず
。
□
□
協
□
、
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
　
か
が
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち

□
齊
□
。
清
源
の
深
田
を
□
し
、
疏
氏
の
至
言
を
寳
ん
じ
、
疾
を
以
て
告
僻
し
、
光
を
鱈
み
耀
き
を
漕
む
。
琴
詩
を
詠
じ
て
以
て
□
を
寧
ん
じ
、
□
□
□
□
□
□
。
其
の
猶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

□
難
し
、
外
内
に
充
治
す
。
同
日
に
紹
徳
の
奥
藪
に
し
て
、
儀
民
の
淵
表
な
り
。
未
だ
三
事
を
亮
け
ざ
る
に
、
□
□
□
終
る
。
□
憾
顔
□
□
□
常
山
相
、
氾
の
孫
に
白
び
て
、
胤

　
　
　
な
　
　
　
　
　
こ
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つ

嗣
告
ぐ
岡
し
。
辱
に
青
龍
三
年
正
月
丙
戌
、
縣
長
汝
南
の
醇
□
、
□
□
□
□
話
調
、
塞
琿
の
冒
せ
ら
れ
ざ
る
に
感
じ
、
臨
模
を
高
く
し
て
、
以
て
奔
世
に
紹
が
ん
こ
と
を
思
い
、

乃
ち
縣
の
碩
儒
と
、
唇
歯
の
中
に
下
り
、
同
宗
の
□
を
□
し
て
、
□
の
冑
と
□
し
、
昭
ら
か
に
雷
門
に
告
げ
て
、
廠
の
祀
を
守
ら
し
む
。
本
藍
は
宣
融
の
詐
を
著
し
、
人
神
は
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か
が
や
か

休
茂
の
薦
に
奮
う
。
禮
な
り
。
是
に
於
て
落
筆
□
上
想
望
の
猛
撃
、
州
部
泰
山
中
事
史
の
警
巡
等
、
食
な
以
爲
ら
く
、
君
名
を
載
籍
に
輝
せ
、
前
列
を
光
麗
す
と
錐
も
、
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

墳
亡
□
し
、
儀
問
述
ぶ
る
弱
し
。
遽
に
相
與
に
略
ぼ
薔
傳
に
依
り
、
昭
ら
か
に
蟹
行
を
撰
し
、
銘
を
冒
し
墓
を
樹
て
て
、
以
て
百
世
に
聲
ぶ
。
其
の
僻
に
曰
く
、

あ
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
し
　
　
　
　
　
　
　
す
す

門
前
ら
か
な
る
福
徳
、
實
に
唐
の
胤
な
り
。
細
い
に
塞
和
を
表
し
、
規
を
躇
み
信
を
履
む
。
神
を
窮
め
周
く
覧
、
道
の
訓
を
砥
む
。
徳
に
遭
み
て
磁
歪
あ
り
、
鴻
心
置
奮
。
彼

　
　
　
い
や
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
こ

の
脊
砒
を
読
み
、
此
の
醇
諮
を
寳
ん
ず
。
文
を
以
て
友
を
蓋
し
、
神
を
以
て
□
を
吝
く
。
敷
雨
風
価
し
、
璽
生
以
て
遽
ぐ
。
永
く
言
に
孝
を
思
い
、
民
の
堅
う
仮
な
り
。
如
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
　
　
　
な
ん
じ
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

そ
野
天
、
其
の
軌
を
信
ぜ
ざ
る
、
明
徳
報
わ
れ
ず
、
胤
詐
紀
む
る
亡
し
。
愛
に
訓
典
を
認
め
、
爾
の
毫
士
に
湿
る
。
弦
の
赫
□
を
育
み
て
、
以
て
遽
祉
を
永
く
す
。
厭
の
孫
謀

　
の
こ

を
論
し
、
萬
祀
に
耀
か
し
め
ん
。
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